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研究成果の概要（和文）：（１）２０世紀中国東北地域における、現地開発を推進する移民漢人

人社会と、その開発により既得権益喪失の危機にさらされた先住モンゴル人社会との対立構造

が確認できた。（２）漢人社会と競合的関係にあった日本は、漢人社会への対抗とその正当化の

ため、観念的にはモンゴル人社会の既得権益保護を標榜した点が確認できた。（３）現地中国人

の反日運動は、日本に対して中国ナショナリズムで対抗すると同時に、共同開発の可能性も内

包するものだった点が確認できた。 
 
研究成果の概要（英文）：Made clear points were as follows（１）Structure of the antagonistic 
relationship Chinese who moved to North-east China and Mongolian who were exposed to 
danger of the loss of their vested rights by moved Chinese.（２）Japan advocated preserving  
Mongolian’s vested rights for competed with Chinese.（３）Feature of Anti-Japanese 
movements in North-east China had two faces which were not only using nationalism to 
compete with Japan but also cooperating for development of North-east China.        
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１．研究開始当初の背景 
（１）平成 17 年４月に中国各地で大きく展
開した反日デモは、改革開放中国にあっても、
広範かつ大規模な排外運動が展開し得る可
能性が十分あることを明示するものだった。
それは同時に、日本のみならず中国との安定

的な関係を必要とする全ての国や集団にお
いて、中国における排外運動が如何なる条件
下で如何なる実態をもって展開するもので
あるかを解明しておくことが、中国との安定
的な関係構築において不可欠な課題である
ことを示すものでもあった。本研究開始の社
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会的背景もここにあった。 
 
（２）上述課題の追究に際して留意すべき点
は、反日運動の契機や内実が外国側諸主体の
対中侵略性への直接的な反応に収斂するも
のではないとうことである。反日運動の背景
には、対外問題を契機としつつも、中国側対
内矛盾の存在および中国社会における「公論」
形成メカニズムの特殊性という正しく歴史
的に形成されたてきた諸要因の発露という
側面があった点を看過してはならない。しか
し、従来の研究においては、その具体的な解
明が十分なされてきたとは言い難く、歴史研
究において反日運動は、その主流は、所謂「反
帝国主義運動史」の一環として＜帝国主義列
強の侵略－抵抗＞という分析枠組みにおか
れ、上述点同様の問題点を孕んでいた。この
研究所の空白が、本研究開始の研究上の背景
だった。 
 
２．研究の目的 
（１）上述の背景を前提として本研究では、
満洲事変に象徴されるように戦前期日中関
係における矛盾の象徴的な結節地域である
中国東北地域で展開した反日運動を事例と
して取り上げ、その反日運動が如何なる内実
を孕むものだったのか、別言すれば、中国東
北地域の中国側諸主体は日本側の如何なる
事項を如何なる現実的な歴史的基盤の下に
反発・抵抗していたのかの具体的な解明を目
指すこととした。 
 
（２）より具体的には、①現地地方政府が如
何なる制度的基盤を如何なる歴史的経緯の
中で形成していたのかを 20 世紀初頭の清朝
末期以来の制度的変遷をふまえて明らかに
すること、②反日運動の直接的な主導社会層
である、省議会、商会、教育界などの現地有
力者団体に結集した社会層が、中国東北地域
再生産構造の中で如何なる位置を占める存
在であり、その存在形態が如何なる対日関係
を切り結ぶものだったのかを具体的に解明
し、彼らの反日行為が彼らの如何なる現実的
利害基盤を有するものだったのかを明らか
にすること、③反日運動が、その展開内実に
おいて現地歴史継承体から受けた規定要因
を、多民族居住空間という視角から追究する
こと、を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）資料調査・収集： 
 中国東北地域における反日運動に関する
基本資料は、当該期現地新聞などの定期刊行
物資料および外務省記録を中心とする各種
公文書となり、その調査・収集は、実証的成
果を前提とする本研究では不可欠な作業と
なる。この点をふまえて本研究では、国内関

連資料所蔵機関の調査と資料の複写を行う
と共に、中国からマイクロフィルムの形で刊
行されている現地新聞資料の購入を行った。
その際、従来は等閑視されがちだった画像資
料の収集も、当該期における他者認識を示す
資料として収集の対象とした。 
 
（２）収集資料の上述研究目的に即した分析
視角からの検討： 
 収集した史料は、上述した研究目的に即し
つつ、研究代表者と下掲研究分担者が、それ
ぞれ次の分析を行った。 
①古市は、20 世紀初頭の清末中国東北地方

政治構造の再編過程を、主に地方志と档案史
料を軸に分析し、その政治過程を通じて存在
する＜中央－地方＞政府の構造連関上の特
質をふまえつつ行い、1910～20年代中国東北
地域地方政府の言わばプロトタイプの摘出
を行った。 
②松重は、1920年代張作霖奉天省地方政府

の地方支配の制度的構造を実証的に明らか
にする分析を行い、古市の成果との連続性の
摘出を行う。また、運動の主導層であった省
議会に結集した在地有力者層の「公論」にお
ける論理構造上の特徴の解明を、主に現地新
聞史料と档案史料の分析を通じて行った。 
③塚瀬は、中国東北地域における中国側商

工業者の取引過程の実態を実証的に再構成
しながら、主に日本側現地調査資料を基礎に
分析し、それが日本側と如何なる関係を形成
し、現地日中間利害関係の実相を追究した。
明らかにすると同時に、反日運動主導層を直
接的に規定した現地の現実的基盤を分析し
た。 
④安冨は、これまでに本人が打ち出してき

た生態系をも視野に納めた中国東北地域全
体の再生産構造理論を前提に、反日運動発
生・展開が現地再生産構造全体と如何なる連
関性を具体的に持つものだったのかを実証
的に分析した。 
⑤柳澤は、以上の議論の前提となる、19世

紀迄の中国東北地域内のモンゴル民族の政
治・社会構造の分析を、各種文献資料はもち
ろんのことフィールドワークを通じて行っ
た。 
 
４．研究成果 
（１）在地社会実態を考察する上で前提とな
る資料環境の基礎的整備を行うことができ
た。それは、単に古書を含む各種図書や档案
史料の調査収集のみならず、絵巻物、グラフ
誌、ポスター、絵葉書、等々の、従来は十分
活用されてこなかった画像資料の領域にお
いても達成することができ、後述する残され
た課題を追究する上での基礎的条件整備と
もなった。なお、この資料環境の整備に関し
ては、展示会「写された満洲」（日本大学文



 

 

理学部資料館にて 2009年 10月 6～17日に開
催）において、その成果の一端を広く一般に
公開した。 
 
（２）20世紀前半中国東北地域社会の歴史的
前提となる、19世紀前半に至る清朝統治下中
国東北地域における多民族居住空間社会の
諸特徴を明らかにすることができた。 
より具体的には、 

①「八旗制」を前提的基盤とした、移民漢人
居住地域と非漢人居住地域との重層的統治
構造が、モンゴル人王公、現地先住民、移民
漢人、清朝中央・地方政府、更にはロシア等
の外国勢力らの、政治・経済的思惑と連関し
つつ展開していた事実の摘出、 
②その構造は、20 世紀初頭段階において、開
拓民漢人のモンゴル人居住地域への進出に
よるモンゴル人既得権益の蚕食という状況
を呈するに至ったが、現地政治権力は、それ
に対する有効な対応策をとることができな
いでいたことの確認、 
などをおこなうことができた。 
 
（３）1920年代以降に中国東北地域で展開し
た反日運動の背景的構造の特徴と、上述現地
歴史的構造との連関性の存在を確認するこ
とができた。 
より具体的には、 

①現地政治権力の社会的基盤となっていた
在地有力者層は、海外市場との連関の中で利
益獲得を図っていたが、海外流通を独占的把
握する日本への総体的な自立化を図るため
に、対内流通と輸出農産品の直接生産者を自
らの強い支配下に置く必要があった点の確
認、 
②その対内的流通支配の強化において、更な
る生産地域の拡大をもたらすモンゴル人居
住地域への開拓的進出は重要な課題であり、
在地有力者層の現地政権である張作霖奉天
省政府支持への背景もここにあった点の確
認、 
③一方、日本においても、満鉄に象徴される
対外市場への流通網の独占から一歩進めて、
より強力に中国東北地域市場への支配力浸
透を図るためには、中国東北地域内陸部への
進出は必須となっており、ここに、モンゴル
人居住地域をめぐり日本人と漢人を中心と
する中国人社会およびそれを支持基盤とす
る現地政治権力との間で対立的構造が生ま
れることとなっていた点と、以上の諸特徴を
持つ中国東北地域における再生産構造の確
認、 
④在地有力者層によって指導された中国東
北地域の反日運動の背景には、以上の日中間
の対立的構造が存在しており、在地有力者層
はナショナリズムが包含する対内不干渉を
軸に日本の内陸部進出の排除を正当化しつ

つ、その一方で、中国側への資本援助等によ
る間接的関与は排除しないという、重層的な
理路を持って反日運動を展開していたこと
の確認、 
などを行うことができた。 
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